
して乗り越えて実用化したかを紹介することです．も  

う一つの目的は，実際の現場に潜んでいるOR的な問  

題の場を紹介することです．大学の研究者の方から見  

ると，全く別の解法がひらめくかもしれません．大学  

の研究者の方に問題研究の場を提供することも，大事  

な目的と考えています．今回も，上記目的に合致した  

四つの事例が集まりました．製鉄所／石油化学プラン  

ト／組み立て製造ライン／地域統合といった事例です．  

企業事例を探そうとすると，企業の守秘義務等で，な  

かなか探せないことがあります．是非とも本特集を，  

産学連携の貴重な場として活用していただければと思  

います．  

●私事ですが，今回の編集後記が最後となります．今  

後は，一企業人として学会活動に参画させていただき  

たいと思います．永年にわたり，ありがとうございま  

した．  （原 裕淳）  

編集後記  

●関東地方では，電力需給不足が叫ばれる夏となりま  

した．本特集が，届く頃には夏の甲子園も始まり，電  

力ピークを迎えているでしょう．ご存知のように，日  

本では，西側では60Hz，東側では50Hzの周波数を  

使用しています．これは，明治時代に，西側はアメリ  

カ製の発電機を，東側はドイツ製の発電機を使用した  

ためです．同じ周波数を日本全国で使用していれば，  

今回のような電力需給不足騒ぎはなかったとのことで  

す．公共で使用するものは，グローバルな視点で規格  

を統一して欲しいものです．  

●今回の特集は，「企業事例」です．企業事例は，定  

期的に特集を組んでいます．一つの目的は，数理計画  

法を実際の場に適用する際に行なわれている様々な工  

夫を紹介することです．実際の現場では，数式通りに  

いかない様々な制約があります．この制約を，いかに  

rヽ  
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